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 浅間山では 2004 年 9 月 1日 20 時 2 分に中規模の爆発的な噴火が発生した．噴火後においては，活発な噴煙活

動のため，可視光による火口底の観測は困難であった．一方，マイクロ波は噴煙を透過する性質を持っているので，

噴煙にさえぎられること無く，容易に火口底の様子を知ることが可能である．本発表では，衛星搭載型の合成開口

レーダ（SAR）画像の判読により得られた，浅間山火口底の変化についての報告を行う． 

 SAR は，衛星の進行方向に対して横斜め下方向にレーダ波を照射し，地表面からの後方散乱波を観測する．こ

のような SAR の観測ジオメトリィによって，火口壁のような急峻な地形の直下において，影が生じる場合がある

（シャドウ）．シャドウ領域のレンジ方向のピクセル数は，火口縁直上の点から火口底におけるファーレンジ側の

シャドウ領域の境界までの距離を示し，これらの 2 点間の相対位置は，観測ジオメトリィから一意に決定可能であ

る．このことを用いて，シャドウ領域を判読することにより，火口底の高さを見積もることが可能である． 

 9 月 7 日に観測されたカナダの RADARSAT 衛星の SAR 画像と，国土交通省関東地方整備局利根川水系砂防事務所

が取得したレーザスキャナーデータの地形標高モデル（2003 年 10 月 10 日観測）からシミュレートした SAR 画像

を比較すると，ほとんど変化は認められなかった．このことから，9月 7 日時点では，検出限界以上の火口底の変

化は無かったと考えられる．一方，10 月 1 日観測の SAR 画像と比較すると，シャドウ領域の境界が有意にニアレ

ンジ側に移動していることが認められた．これは火口底の上昇を示すものであり，観測ジオメトリィから火口底の

高さを見積もったところ，約 2400～2420 メートルと求められた．高さを求めた点において，地形標高モデルの高

さと比較すると，それらの点における最大上昇量は約 50 メートルであったことが明らかとなった．また，10 月 25

日観測の SAR 画像は 10 月 1 日観測の SAR 画像と比べて有意な変化は認められなかったが，11 月 18 日観測の SAR

画像と比較すると，シャドウ領域境界中心付近において，火口底が下降し，その周りが上昇したことを示す変化が

見られた．これは 11 月 14 日に発生した中規模の爆発により，中心付近が吹き飛ばされ，その周りにそれらが堆積

したことを示していると考えられる． 

 さらに，ヨーロッパの ENVISAT 衛星によって観測された SAR 画像に対しても同様の手法を適用した．8月 10 日

に観測された SAR 画像と地形標高モデルからシミュレートした SAR 画像を比較すると，ほとんど変化は見られな

かった．また，9 月 14 日 21:35 分頃に観測された SAR 画像においても同様にほとんど変化が見られなかった．し

かし，約 23°の入射角で観測された本画像におけるシャドウ領域の境界は，火口底の西端近くであるので，もし，

火口底中心付近において火口底の変化があったとしても，シャドウ領域の境界は変化しない場合がある．そこで，

火口底がファーレンジ側の山腹に重なって写るレイオーバー領域に注目すると，そのファーレンジ側の境界はほぼ

火口底の最深部に相当する．レイオーバー領域のファーレンジ側の境界は，火口内の多重散乱などの影響により，

ぼやけて写るが，大まかには変化が無いか，噴火前と比べてわずかに火口底が深くなっているように見える．この

ことから，9月 14 日 21:35 分頃においては，少なくとも火口底の上昇は無かったと推測される． 

 国土地理院によって実施された 9 月 16 日 10 時頃と 14 時頃の航空機 SAR 観測によると（国土地理院，

http://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/2004/0919.htm，2004），約 90 万トン程度の溶岩が噴出していたこと

が確認されており，この溶岩は 9月 14 日 21:35 分頃から 9月 16 日 10 時頃の間に噴出したものと推測される． 
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